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話題のスポーツ「モルック」を体験！ 

10月
がつ

30日
にち

、かでる 2.7 のレクリエーション研
けん

修
しゅう

室
しつ

にてモルックの体
たい

験
けん

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。モルックはフィンランド発
はっ

祥
しょう

のスポーツで、モルックと

呼
よ

ばれる木
き

の棒
ぼう

を投
な

げて数
すう

字
じ

が書
か

かれたピン（スキットル）を倒
たお

して得
とく

点
てん

を

競
きそ

います。年
ねん

齢
れい

や体
たい

力
りょく

に関
かん

係
けい

なく誰
だれ

でも気
き

軽
がる

に楽
たの

しめるので、徐
じょ

々
じょ

に人
にん

気
き

が

高
たか

まっています。モルックサークル「レタラカムイチェプ」の講
こう

師
し

の指
し

導
どう

で、

中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

23名
めい

が話
わ

題
だい

のスポーツを体
たい

験
けん

しました。 

 

モルックの魅力とは 
モルックのルールはとてもシンプルです。 

スキットルを倒
たお

し、先
さき

に得
とく

点
てん

が 50点
てん

ちょうど

になった方
ほう

が勝
か

ちです。ただし 50点
てん

を超
こ

えて

しまうと 25点
てん

まで下
さ

がり、形
けい

勢
せい

が一
いっ

気
き

に逆
ぎゃく

転
てん

してしまいます。 

得
とく

点
てん

の数
かぞ

え方
かた

 

① スキットルが1
いっ

本
ぽん

だけ倒
たお

れた場
ば

合
あい

、スキッ

トルに書
か

かれた番
ばん

号
ごう

が得
とく

点
てん

となる。 

例
れい

：10番
ばん

のスキットルが 1
いっ

本
ぽん

だけ倒
たお

  

れた⇒10点
てん

 

② スキットルが 2本
ほん

以
い

上
じょう

倒
たお

れた場
ば

合
あい

、本
ほん

数
すう

が得
とく

点
てん

となる。 

例
れい

：スキットルが 4本
ほん

倒
たお

れた⇒4点
てん

 

倒
たお

れたスキットルはその場
ば

に立
た

てます。ゲ

ームの進
しん

行
こう

に伴
ともな

い、スキットルは散
ち

らばって

いき、高
こう

得
とく

点
てん

が得
え

られるスキットルを1
いっ

本
ぽん

だ

け狙
ねら

うチャンスも増
ふ

えていきます。 

 50点
てん

にするには、あと何
なん

点
てん

とればいいの

か、どのスキットルを倒
たお

せばいいのか、どうや

って相
あい

手
て

が 50点
てん

になるのを防
ふせ

ぐか、計
けい

算
さん

と戦
せん

略
りゃく

を用
もち

いて戦
たたか

うところにモルックの面
おも

白
しろ

さ

があります。 

 

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんはすぐにルールを覚
おぼ

え、チ

ームに分
わ

かれて試
し

合
あい

をしたときも、敵
てき

味
み

方
かた

関
かん

係
けい

なくスキットルの番
ばん

号
ごう

を口
くち

々
ぐち

に言
い

い、初
はじ

めての

モルックを存
ぞん

分
ぶん

に楽
たの

しんでいました。計
けい

算
さん

をし

たり、戦
たたか

い方
かた

を話
はな

し合
あ

いながら行
おこな

うので、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

としても効
こう

果
か

的
てき

です。 

http://www.hokkaido-sien-center.jp/
mailto:hokkaidocenter@dosyakyo.or.jp


 

 

  
当
とう

センターは、稚
わっか

内
ない

日
にち

ロ
ろ

経
けい

済
ざい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

に委
い

託
たく

し、稚
わっか

内
ない

市
し

で帰
き

国
こく

者
しゃ

のための事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

しています。

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんの地
ち

域
いき

での孤
こ

立
りつ

を防
ふせ

ぎ、日
に

本
ほん

の社
しゃ

会
かい

、文
ぶん

化
か

を理
り

解
かい

してもらうこと、また地
ち

域
いき

のみなさん

に帰
き

国
こく

者
しゃ

について理
り

解
かい

してもらうことを目
もく

的
てき

としています。この事
じ

業
ぎょう

をとおして地
ち

域
いき

との結
むす

びつきも生
う

まれています。2024年
ねん

も様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

がありました。 

 メニューはボルシチ、ペリメニ（ロシアの水
すい

餃
ぎょう

子
ざ

）、ブリヌィ（ロシアのクレープ）、オリヴィエ

サラダ（ロシアのポテトサラダ）の4
よん

品
しな

。さらに、

関
せき

戸
と

さんがその場
ば

でつくった人
にん

参
じん

サラダが加
くわ

わり

ました。川
かわ

瀬
せ

さんも、手
て

作
づく

りのパン、サハリンで

よく食
た

べられているわらびの炒
いた

め煮
に

を持
じ

参
さん

して参
さん

加
か

者
しゃ

に振
ふ

る舞
ま

いました。サハリンの多
た

彩
さい

な食
しょく

文
ぶん

化
か

に触
ふ

れるときとなりました。 

  

 

市が帰国者に機会を提供 

当
とう

センターの事
じ

業
ぎょう

以
い

外
がい

でも、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんの活
かつ

躍
やく

の場
ば

がありました。11月
がつ

18日
にち

、稚
わっか

内
ない

市
し

主
しゅ

催
さい

の

市
し

民
みん

講
こう

座
ざ

「ロシア料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

」で樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の関
せき

戸
と

ナオ子
こ

さん、川
かわ

瀬
せ

アイ子
こ

さんが講
こう

師
し

を務
つと

めました。市
し

からの依
い

頼
らい

で実
じつ

現
げん

しました。 

 

冬の運動不足を解消！ 

11月
がつ

28日
にち

、帰
き

国
こく

者
しゃ

8名
めい

が集
あつ

まり、パークゴル

フを体
たい

験
けん

しました。会
かい

場
じょう

のみどりスポーツパー

クでは、人
じん

工
こう

芝
しば

を敷
し

き詰
つ

めた多
た

目
もく

的
てき

体
たい

育
いく

館
かん

でパー

クゴルフができます。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんも室
しつ

内
ない

で

のパークゴルフは初
はじ

めてでした。カップに入
はい

るま

で何
なん

度
ど

も挑
ちょう

戦
せん

し、運
うん

動
どう

不
ぶ

足
そく

解
かい

消
しょう

のよい機
き

会
かい

とな

りました。 

稚内・地域生活支援推進事業 

広がってゆく地域との結びつき 
 

ペリメニは生
き

地
じ

からつくり、ひとつひとつ具
ぐ

を

包
つつ

んでいきます。ロシアでは、このペリメニをつ

くる時
じ

間
かん

が、家
か

族
ぞく

や親
した

しい人
ひと

との団
だん

欒
らん

のときとな

ります。今
こん

回
かい

の料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

でも、ペリメニ作
づく

りを

とおして帰
き

国
こく

者
しゃ

と地
ち

域
いき

のみなさんとの交
こう

流
りゅう

が実
じつ

現
げん

しました。 



 

 

 

  

稚内・新年交流会 

お互いに理解を深め合うとき 
 

１月
がつ

1
と

0
お

日
か

、稚
わっか

内
ない

市
し

の日
にち

ロ
ろ

友
ゆう

好
こう

会
かい

館
かん

にて「新
しん

年
ねん

交
こう

流
りゅう

会
かい

」が開
かい

催
さい

されま

した。帰
き

国
こく

者
しゃ

10名
めい

の他
ほか

、稚
わっか

内
ない

市
し

役
やく

所
しょ

の職
しょく

員
いん

や OB、帰
き

国
こく

者
しゃ

が講
こう

師
し

を務
つと

め

るロシア語
ご

教
きょう

室
しつ

の生
せい

徒
と

さんなど計
けい

24名
めい

が参
さん

加
か

しました。この交
こう

流
りゅう

会
かい

は、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんが協
きょう

力
りょく

しあ

って企
き

画
かく

をし、互
たが

いの結
むす

びつきを強
つよ

めるとともに、地
ち

域
いき

のみなさんとの

交
こう

流
りゅう

の機
き

会
かい

となっています。 

 

一
いっ

般
ぱん

の参
さん

加
か

者
しゃ

のみなさんにとっては、帰
き

国
こく

者
しゃ

の背
はい

景
けい

にある

文
ぶん

化
か

の一
いっ

端
たん

に触
ふ

れるときでもあります。 

交
こう

流
りゅう

会
かい

ではペリメニ、わらびの炒
いた

め煮
に

、きのこの酢
す

漬
づ

け、

ナポレオンと呼ばれるケーキなど、帰
き

国
こく

者
しゃ

による手
て

作
づく

りの料
りょう

理
り

も振
ふる

舞
ま

われました。わらび料
りょう

理
り

がご飯
はん

によく合
あ

う味
あじ

なこと

に驚
おどろ

く参
さん

加
か

者
しゃ

に対
たい

して、サハリンの食
しょく

文
ぶん

化
か

が韓
かん

国
こく

や日
に

本
ほん

の影
えい

響
きょう

も受
う

けていること、わらびを自
じ

分
ぶん

で採
と

って乾
かん

燥
そう

させ、保
ほ

存
ぞん

する習
しゅう

慣
かん

があることなどを帰
き

国
こく

者
しゃ

が説
せつ

明
めい

する場
ば

面
めん

もありま

した。 

 

 

 

椅
い

子
す

取
と

りゲームやビンゴなどを楽
たの

しんだあと、最
さい

後
ご

はダンスで締
し

めくくられました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

にと

って、お祝
いわ

い事
ごと

にダンスはつきもの。自
じ

由
ゆう

に、気
き

持
も

ちのおもむくままに体
からだ

を動
うご

かします。全
ぜん

員
いん

で踊
おど

って

いると、いつも不
ふ

思
し

議
ぎ

とみんな輪
わ

になります。 

 

最後はみんなで輪になって 



 

   

   

3 月 1 日 「中国・樺太帰国

者を知る集い」 

3 月 3 日  健康運動 

3 月 10 日 健康運動 

3 月 11 日 介護予防運動 

（手稲前田） 

3 月 16 日 介護予防運動 

（もみじ台） 

3 月 17 日 健康運動 

        （ふまねっと） 

2 月 3 日  健康運動 

2 月 10 日 健康運動 

2 月 13 日 料理交流会 

2 月 16 日 介護予防運動 

（もみじ台） 

2 月 17 日 健康運動 

（ふまねっと） 

2 月 18 日 介護予防運動 

（手稲前田） 

中国残留邦人等支援に係る研修会 

帰国者の内面に目を向ける 

 

中国残留邦人等支援に係る研修会 

帰国者の内面に目を向ける 

人が誰もいない田舎の公園を何とか活用しようと、北海道の幕別町で考案されたのがパークゴルフです。競技

というよりコミュニケーションを重視し、様々な年代の人が楽しめるという理由で広まったそうです。モルック

も年齢に縛られず、コミュニケーションをとりながら楽しめるスポーツです。これからも、ぜひ帰国者のみなさ

んに楽しんでいただけたら、と思います。 

 

令和 7 年３月 1 日（土）13：00～15：00 

かでる２・７  ４階 大会議室  
（札幌市中央区北２条西７丁目１番地） 

入場無料 

定員１00 名 

第１部  配偶者の体験談 

「中国残留孤児の夫と日本での暮らし」 

第２部  戦後世代の語り部による講話 

「家族を求めて～中国残留孤児「間瀬珠美」の人生から～」  

～お申し込み・お問い合わせは当センターまで～ 

 

令和 7 年 ３月 1 日（土）13：00～15：00 

かでる２・７  ４階 大会議室  

10月
がつ

24日
か

、北
ほっ

海
かい

道
どう

との共
きょう

催
さい

で「中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

支
し

援
えん

に係
かか

る研
けん

修
しゅう

会
かい

」を開
かい

催
さい

しました。厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

、

道
どう

内
ない

の７
なな

つの自
じ

治
ち

体
たい

の担
たん

当
とう

者
しゃ

、支
し

援
えん

・相
そう

談
だん

員
いん

が出
しゅっ

席
せき

し、帰
き

国
こく

者
しゃ

支
し

援
えん

の取
と

り組
く

みの状
じょう

況
きょう

とその課
か

題
だい

につい

て共
きょう

有
ゆう

するときを持
も

ちました。 

 研
けん

修
しゅう

会
かい

の後
こう

半
はん

は、「中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」神
かみ

山
やま

英
ひで

子
こ

さんによる講
こう

話
わ

「ある中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

とその家
か

族
ぞく

について」を聞
き

きま

した。幼
おさな

くして家
か

族
ぞく

と離
はな

れ離
ばな

れになり、中
ちゅう

国
ごく

の地
ち

で

生
い

き抜
ぬ

いてきた残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

の女
じょ

性
せい

の体
たい

験
けん

をとおして、

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の苦
くる

しみは帰
き

国
こく

することで終
お

わるのではな

く、帰
き

国
こく

後
ご

も本
ほん

人
にん

と家
か

族
ぞく

が様
さま

々
ざま

な困
こん

難
なん

に直
ちょく

面
めん

すると

いう現
げん

実
じつ

、胸
むね

の内
うち

に抱
かか

えている複
ふく

雑
ざつ

な思
おも

いが浮
う

き彫
ぼ

り

になりました。支
し

援
えん

する側
がわ

が、残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の内
うち

側
がわ

に目
め

を向
む

けることの大
たい

切
せつ

さを実
じっ

感
かん

するときとなりました。 

 

 

10月
がつ

24日
か

、北
ほっ

海
かい

道
どう

との共
きょう

催
さい

で「中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

支
し

援
えん

に係
かかわ

る研
けん

修
しゅう

会
かい

」を開
かい

催
さい

しました。厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

、

道
どう

内
ない

の７
なな

つの自
じ

治
ち

体
たい

の担
たん

当
とう

者
しゃ

、支
し

援
えん

・相
そう

談
だん

員
いん

が出
しゅっ

席
せき

し、帰
き

国
こく

者
しゃ

支
し

援
えん

の取
と

り組
く

みの状
じょう

況
きょう

とその課
か

題
だい

につい

て共
きょう

有
ゆう

するときを持
も

ちました。 

 研
けん

修
しゅう

会
かい

の後
こう

半
はん

では、「中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」神
かみ

山
やま

英
ひで

子
こ

さんによる講
こう

話
わ

「ある中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

とその家
か

族
ぞく

について」を聞
き

き

ました。幼
おさな

くして家
か

族
ぞく

と離
はな

れ離
ばな

れになり、中
ちゅう

国
ごく

の地
ち

で生
い

き抜
ぬ

いてきた残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

の女
じょ

性
せい

の体
たい

験
けん

をとおし

て、残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の苦
くる

しみは帰
き

国
こく

することで終
お

わるので

はなく、帰
き

国
こく

後
ご

も本
ほん

人
にん

と家
か

族
ぞく

が様
さま

々
ざま

な困
こん

難
なん

に直
ちょく

面
めん

す

るという現
げん

実
じつ

、胸
むね

の内
うち

に抱
かか

えている複
ふく

雑
ざつ

な思
おも

いが浮
う

き

彫
ぼ

りになりました。支
し

援
えん

する側
がわ

が、残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の内
うち

側
がわ

に目
め

を向
む

けることの大
たい

切
せつ

さを実
じっ

感
かん

するときとなりまし

た。 

 

2 月・3 月の予定 

 

 

 

2 月 3 日  健康運動 

2 月 10 日 健康運動 

2 月 13 日 料理交流会 

2 月 16 日 介護予防運

動 

（もみじ台） 

2 月 17 日 健康運動 

（ふまねっと） 

2 月 18 日 介護予防運

動 

（もみじ台） 

 2月・3 月の予定 

 

 
編集後記 

語り部 神山英子さん 


